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　数値シミュレーションとデータ解析の考察が示す

東海スロースリップイペント(SSE)の新たな存在意義

光井能麻･堀高峰(JAMSTEC･IFREE)･平原和朗(京大理)
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東海SSEに関する過去の研究の紹介(2例)

曲面をもつプレーﾄ境界で発生するSSEのシミュレーション

考察＆まとめ

　　　　　東海SSEに関する

地震発生サイクルシミュレーション研究①
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計算結果(すべり量)

浜名湖付近でSSE発生

(Kuroki et al･,2004)



東海SSEに関する研究②:モデル設定
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１．プレーﾄ境界面を複数枚の断層でモデル化

2.摩擦パラメータa-bが深さ毎に一定

3.地殻変動から推定したプレーﾄの沈み込み速度を与える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光井(2005)
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１．プレーﾄ境界面を複数枚の断層でモデル化

2.摩擦パラメータa-bが深さ毎に一定

3.地殻変動から推定したプレーﾄの沈み込み速度を与える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光井(2005)
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光井(2005)

・本研究目的:
　プレーﾄ境界面の曲面を適切に表現したモデル

　を用いてスロースリップの発生メカニズムを検証

・手法:
　多数の三角断層要素で表現したプレーﾄ境界
　モデルを用いた地震発生サイクル計算

↓

東海SSEについて考察
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安定滑り
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速度状態依存摩擦則

(Kato and Tullis, 2001)
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j : cellnumber ci: normal stress　μ:frictionalcoefflcient

F : slipvelocityof cell ゆ:plate velocity

洵:Greenjs function（shear）（calculationmethod: Comninou and Dundurs,1975））

0 : state variable i : characteristicslipdistance　α,ゐ:empirical constants
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摩擦パラメータの特性
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０

すべり量の時間変化
各セルの配置図
50 １００ 150

200

｜乙Jv
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

が
／ ／
ﾊﾞ/

腫　　｜ノ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／ ／ぷ ル
／

ｙ ／ メ ／ ノ ／ ／ ヌ

ｙ
／ ／ ／ ／

／
／ Ｚ ／

ｙ
／ ／ ／ ／ ／ ／ Ｚ ／

５

ザ
／
／
／ ／

ｙ ／
／ ／ ／

／
／

／ ／ ／ ／ ／ ノ

／ ／ ／
／
／ ／ ／

ｙ

ｙ ／ ／ ／
／
／ ／ ｙ

／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ｉ
ｙ

ノ

／
Ｚ

獣 ／
脚 ・ｉ

Ss･-､ｙ
／ ／ ／ ／ ／ ／

ｙ
／

ＭＭ呻
ｙ ／ ／ ／ ／ ／ Ｚ ／

-
Ｆ ｙ ／ 八八八八八l ｒ　　　Ｎ

／ ／
／ ／ ／ ／

で東海うｙ
／ ／ ／ ／ ／ Ｚ ／Ｓ ｙ ｊ， ／ ／ ／ ／

／ ノ ／ ／ ／ ノ 一ｉ ｙ
／ ／ ｙ

／
／ ／
／
／ ／

／ メ ／ ■
ｙ

／ ／
／
／ ／

／
／ ／ ／
／
／ ／

／ メ ／
Ｚ ／

／ ／ ／
／
／ メ /「ｺり

／ ｙ Ｚ 涵
ｙ
Ｚ
／ ／ ／

上
／ ノ ノ
／
／ ノ

-

／
／

／ ／
／
／ ／ ／
／
／ ／
jﾉ
／ ｙ ／ ／ ／ ／ ／

／
／

メ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ル ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ノ

累
積
す
べ
り
量
（
ｍ
）

１
　
　
召

時間(年)

現在､東海スロースリップは発生前数年間のトレンドを引いて解析

→長期の地震サイクルを調べるにはそのまま解析するほうがいい？

パラメータ値による結果の違い

101

L=10cm

１

１

↓

L＝5cm

　現実を再現するパラメータ範囲はかなり限定

　　　　　　　　　　　↓

正確なモデルで巨大地震モニタリングの可能性
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まとめ

・スロースリップイベントの発生場所が限定される原因

　としてプレーﾄの形状の影響を検証

・プレーﾄ境界面が走向方向に曲がったモデルを使用

結果

・単純モデルの結果を大規模モデルでも確認

・スロースリップと巨大地震の関係を提唱

　(プレーﾄ間の固着の変化を示す指標)

・現実を再現するパラメータ範囲が

　かなり限定されていることを確認

・巨大地震のモニタリングの可能性を示唆
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